
の

磐梯山噴火
1まんだいさんふ
んか

1388(助 弓テ含21)f手

7月 15日 り 噴火 福島県 死者461人 井上靖著『小磐梯』

濃尾地震 のうびじしん
1 8 9 1 (明治2 4 )年

1 0月2 3日
標度6

マゲニチュード80の 統犀
岐早 、愛宍日、滋
省_三 言 死者7,273人

谷崎潤一
則S者『初少時代』

西村伊作著『社に益あり』

三陸沖大地震
(明治三陸地震)

さんりくおきお
おじしん

1 8 9 6 (明治29 )年
6月15日

震度2～3

マグニチュード82の地震
農清

北海道から東
Jし

死者21.959人
百村昭著『三陸海岸大津渡』

安達太良山噴火
あだたらやまふ
んか

1900(剛目労合33)4「

7月 17日 ど 噴火 福島県 死者72人

伊豆鳥島噴火
いTと りしまお、

ス″おヽ

1 9 0 2 (明治3 5 )年

3月7～9日 い 噴火のため島民全減 死者125人

関東大水害(明治)
かんとうたいす
いがい

1910(明 治43)年

8月 1 1日 ③ 俄 台風による水害 関東
夕と君 行万不 明君
1379フ(

桜島噴火
さくらじまお、ん
か

1 9 1 4 (大正3 )年

1月 12日 い 大正大噴火 鹿児島県 死者58人 寺田寅彦著「震災日配」

関東大水害(大正)
かム′とつたいす
いお`い

1 9 1 7 (大正6 )年

9月3 0日
高潮による水害 関東

死青 ・行方不明者
1301り、 内田百開著『大風一過』

関東大震災
かんとうだいし
んさい

1 9 2 3 (大正12 )年
9月1日

震度6
マグニチュード79の地震
火事

東京都
死者い行方不明者
105.000メ、余

寺田寅彦著「震災日配」
田中貫太郎著『貢太郎見聞録』『日本大震災史』
井伏鱒二著『荻窪風土配』
芥川龍之介著『百卿』
幸田文著『きもの』
田山花袋著『東京震災記』『白夜』
林英美子著『放浪記』
永井市風著『断腸事日乗』
島崎藤村著『子に送る手紙』

十勝岳噴火
とかちだけら、ん

か

1926(ラ(IE 15)4干

5月2 4日 い
噴火
大規模な泥流

上 目 長 野 ・美 浜

理 狩
死者144人 三浦綾子著『泥流地帝』

北丹後地震
きたたんごじし
ん

1 9 2 7 (昭和2 )年

3月7日
震度 6

マゲニ手ュード73の 帥 露 京都府 死者2,912人

昭和三陸沖地震
しょうわさんりく
おきじしん

1933(昭和3)年
3月3日

凄度 5

マグニチュード81の 地震
注 渡

岩手県
死者・行方不明者
3,064ノ(

寺田寅彦著『稼の実』(「地震と津波」)
吉村昭著『三陸海岸大津波』

室戸台風 むろとたいお、う
1934(昭和9)年
9月2 1日 ◎ 台風 京阪神

死者2,702人

行方不明者334人
寺田寅彦著「天災と国防」
小日実者『風河』

鳥取地震 とつとりじしん
1943(昭和13)年
9月10日

震度6
マグニチュード72の地震

鳥取県 死者1,083人

東南海地震(昭和)
とうなんかいじ
しん

1 9 4 4 (昭和19 )年
12月7日

震度6

マグニチュード79の地震
と ,停

二重県
死者・行方不明者
1,183人

堀田善衛著『方式記私記』
木村玲欧著『戦争に隠された震度7』

三河地震 みかわじしん
1945(酎g呑『20)年

1日1 3日
腰圧5

マヴニチュード68の 脱層
二重県 死者1,961人 木村玲欧著『戦争に隠された震度7』

枕崎台風
まくらぎきたい
お つヽ

1945(昭和20)年
9月17日～18日 ③ 台風

西日本、特に広
島

夕し,野2,473フヽ

行方 不明者 1 , 2 3 3
人

打P田邦男著『空白の天気図』

海地震(昭和) なんかいじしん
1 9 4 6 (昭和21 )年
12月21日

す
↑　
一

震度5
マグニチュード80の地震
津渡

高知 死者1,443人 首尾登美子著『仁淀川』
市原麟一郎若『遠くから地鳴りがする』



カスリーン台風
かすリーんたい
お、う

1947(昭和22)年
9月14日～15日 ⑨ 台風 東海以北

死者1,0 7 7人
行方不明者353人

福井地震 お、くいじしん
1948(昭和23)年
6月28日

震度6
マグニチュード71の地震

福井平野とそ
の周辺

死者3,769人 司馬遼太郎著『越前の諸道 街道をゆく』13
有明夏夫箸『俺たちの行進出』

ベヨネーズ列岩噴火
べよね―ずれ
つがんふんか

1 9 5 2 (昭和27)年
9月24日 お

噴 火

新島出現
店 央の■ぬ翻杏 由の31名 輸騨

死者31人

梅雨前線
(昭和23年西日本水害)

ばいうぜんせん
1 9 5 3 (昭和28 )年
6月23～30日 齢 豪雨

九州、四国、中
国、特に北九州|

死者748人
行方不明者265人

南紀豪雨 なんきごうう
1953(昭和28)年
7月16～25日 密 豪 雨

東北以西、特に
和歌山

死者713人
行方不明者411人

洞爺丸合風
とうやまるたい
あ つヽ

1 9 5 4 (昭和29)年
9月24日～27日 ◎

合風
青函連絡船洞爺丸が転覆

全国、特に北海
道、四国

死者1,361人
行方不明者400人

上前淳一郎者『洞爺丸はなぜ沈んだか』

狩野川合風
かのがわたい
お つヽ

1958(昭和33)年
9月26日～28日 ③ 台風

近畿以東、特に
静岡

死者888人
行方不明者381人高田宏著『荒ぶる自然十日本〕1島天変地異録』

伊勢湾台風
いせわんたい
小 つ

1 9 5 9 (昭和34 )年
9月26日～27日 ③ 合風

九州を除く全
国、特に愛知

死者4,697人
行方不明者401人井上靖者『傾ける海』

雲仙音賢岳噴火
うんぜんふげん
だけお、んか

1991(E「月比3)4千

6月 3日 み
噴火
火砕流

長崎県
タヒ君 ・行万 不明者
43以、

兵庫県南部地震
(阪神=淡路大震災)

ひようごけんな
んぶじしん

1 9 9 5 (平成7)年
1月17日

震度7
マグニチュード73の地震

神戸市等阪神
淡路地域

死者・行方不明者
6,437フ(

司馬遠太郎著『司馬遼太郎が考えたこと』15
村上春樹著『神の子どもたちはみな踊る』
小田実著『深い音』
小松左京著『大震災

'95』

東北地方太平洋沖地震
(東日本大震災)

とうほくちほうた
いへいようおき
じしん

2 0 1 1 (平成23 )年
3月1 1日

震度7
マグニチュード9oの地震
国内史上最大規模の地震
93m以上の津波

東日本、特に富
城、仙台、福島

死者19,630人

行方不明者2,569

人

川上弘美著『神様2011』
いとうせいこう著『想像ラジオ』
有川浩著『空飛ぶ広報室』
高橋源一部著『恋する原発』
古川日出夫者『馬たちよ、それでも光は無垢で』
門田隆将著『死の淵を見た男』『記者たちは海に
向かった』
大江健三郎著『晩年様式集』

御独山噴火
おんたけさんふ
んか

2 0 1 4 (平成2 6 )年

9月27日 お
噴火のたの火日付近の登山者ら
が死亡

夕し有 ・行万不 明看
63ブ、



碑 名 読み方 地震名 場所 築年日 施 主 メモ

1 夜須観青山碑
やすかんのんや
まひ

安政地震
高知県香南市夜須町坪
井 観吉山山頂

夜独町の観言山山頂に鎮歴する口 。観青 山が1命山」と呼ばれ
るめテスタが石穣 に亥‖宝れている本

2 西山観音寺地蔵台座碑
にしやまかんのんじ
じぞうだいざひ

安政地震
高知県香南市夜須町西
山735観 音寺跡

1 8 5 6 (妥政 3 )年3

日
常光及助

夜須町西山地区観言手跡 に設置 してある地威の合匹 に安政地
層の評儀 が功まれるハ

3 岸本飛鳥神社懲必
きしもとあすかじ
スタ1うゃちょうひ

安政地震
高知県香南市香我美町
岸本 飛鳥神社

1858ほ 政5)年

9月
長尾鳥治 ほか

高さ2mを 超す 巨石に紐嶺無尽に文子が閉|まれている王永地震
の碑へ飛 鳥神社持 内に律立する^

4 上岡八幡宮震災碑
かみおかはちま
んぐうしんさいひ

安政地震
高知県香南市野市町上
岡

1882(り J】合15)

年 8月
lle内武全 香南市野市町の上岡八幡目の参道入口に立つ碑。安政南海

m胃 の時の祉害の様子が刻まれるヘ

5 里改田琴平神社玉垣碑
さとかいだことひ
らじんじやたまが
本7ト

安政地震 高知県南国市里改田
地震で山が崩れ津波が押 し寄せて一

面海の底に沈み 、電亀

(げんだ)(※おおすっばん、わに)の住処となってしまつたと安
政批害 の様 子チ功お ^

6 仁井回神社玉垣碑
にいだじんじゃた
まがきひ

安政地震 高知市三里
185 7 (安政4)年2

月

1早文が亥」まれている二つの玉坦解のうち、左 (山)側の解には

碑 の建立 日、右 (東)側の碑 には安政地震発生当時の潮の変
化について刻まれているハ

7
仁井田神社五本松御旅所の

碑

にいだじんじやご

ほんまつおんた
びどころのひ

昭和南海地震 高知県高知市仁井田
昭和南海地震でこの場所の鳥居がlal壊して再建されたことを
記す碑。

8 種崎久保家基碑
たねざきくばけば
ひ

宝永地震 高知市種崎
188 6 (明治19 )

年12月
(六代目)久保
助五郎

貫永地震の津波により、種崎村にある音の記録が記された基

碑がすべてのこらず流失してしまったため、墓n‐9の主である久

保家の初代もわからなくなってしまった。そのため新たに「初
代 |チ設貯したことが記されている^

9 北高見南無妙地震碑
きたたかみなむ
みようじしんひ

関東大震災 高知市北高見町
1925(フヽ114)

年冬

(要法寺39世住
職)松榮尼

高知県内では被吾が出なかつた関東大震災の犠牲者を供養す
るために建てられた石碑ハ

浦戸稲荷神社石柱碑
うらどいなりじん
じゃせきちゅうひ

安政地震
高知県高知市浦戸186

稲荷神社境内

(島店が作られ

た年)1826(文政
9)年3月

大黒屋嘉七郎
安政地 震で側壊した稲布神社の石柱を地震津波騨として再建
したもの。大地震が発生するときは津波がやつてくるから気をつ
|するようにという警徳が刻まれているハ

1 1 萩谷名号碑
はぎたにみょうご
うひ

安政地震
高知県上佐市宇佐町宇
佐

185 7 (安政4)年
11月

緑屋揮平 =久市
屋菊右工門・梶
和属〕京ン々追【

土佐市にある安政地震碑。正面に「南無阿弥陀佛」と大きく刻ま
れており、また円柱全体に碑文が刻まれている。

宇佐漁協前震災碑
うさぎよきようまえ
しんさいひ

昭和南海地震
高知県土佐市宇佐町宇
佐

1949(l宮升日24)

生 3月2 5日
宇佐町 宇佐漁港前にそびえ立つ巨大な板状の昭和南海地震の石lle。

青龍寺国家繁栄碑
しようりゆうじこつ

方ヽ 1よス′テいそト
安政地震

高知県土佐市宇佐町竜
青青:キ境内

1863(X久 3)年

正 月
津減の第一演で流れた家が第二波で元に違つた、これ は言寵
寺太重信佃のためだンそのカロ語孝十■テスハ

14 勢井の海岸モ最高潮の跡碑
せいのかいがん:
さいこうちょうのあ
とひ

昭和南海地震 高知県須崎市大谷163-4
1946(昭和21)年

12月21日
深瀬利行

勢井の海岸付近にある昭和南海地震の最高潮の跡碑。野見地
区の最高潮の跡碑と異なり形状が丸い。

河原恵美須神社地震碑
かわはらえびすじ
スタ1号ゃじ[ ん́で小

昭和高海地震 高知県須崎市大谷
1951(]召升日26)4千

6月 5日
河凛言年 団・河
原われら会

野見湾が一聖できる高台にそびえ立つ昭和間海地震騨 。合医
の形状 がヨ=営に個l■的である木

野見神明宮:最高潮之跡碑
のみしんめいぐ
うiさいこうちよう
のあン7ト

昭和南海地震 高矢R県須崎市野見
須崎市野見地区神明宮境内にむかう階段途中にある昭和南海
地震の津浪の最高浸水域を示す碑。

17 江雲寺:最高潮之跡碑
こううんじ【さいこ
うムょうのあナひ 昭和南海地震 高知県須崎市野見

須崎市 野見地 区江雲寺入り口階段に建てられている昭和両海
地震の津遠の最高違7K域孝示す碑 ハ

野見震災復旧碑
のみしんさしち 、つ

きめうでト
昭和南海地震 高知県須崎市野見

1951(日宮利 26)

年 9月 9日
野見防災復旧
促進委員会

昭和雨海地震により防波堤が決壊したことを受けて野見海岸
の愉渡揮の行 1日工喜存行った、その RP含稔 木

須崎宣永岸浪冴死之塚
すさきほうえいつ

なみできしのつか
宝永地震・安政
地震

高知県須崎市須崎6271
お馬神社北

1 8 5 6 (安政3)年
10月4日

亀屋 久蔵 ・鍛冶

活助 =橋本屋吉
左衛門

宝永地震150年忌に際して計画された碑であるが、安政地震の
発生により二つの地震記録が刻まれる。

原町地蔵堂地震碑
はらまちじぞうど
うじしんでト

昭和南海地震 高知県須崎市原町
1959(‖宮升口34)

年 8月 1日
梅原武吉

須崎駅近くの地蔵里境内にある昭lll雨海地震騨。現在同じ形
状 =内容が計された2代目の碑が立っているハ



須崎新町津浪之碑
まちつ

ひ

り地 藤 ・略 利 向

地震・宝永地 高知県須崎市新町
196 5 (昭和40)
年2月28日

須 崎 市 市 長 エ

田辻益 田川兼
須崎市内で発生したチリ地震校害を受けて実施した対策事業
の強工を記念して建てられた碑。

安和海岸慰霊碑
あわかいがんい
れ い7A

宝永地震 高知県須崎市安和
1981(昭和56)

年
安和霊友会

須崎市安和の海岸沿いにある、宝永地震の被災者を慰霊する
ために建てられた石碑ハ

越知町柴尾の石碑
おちちょうしばう
のせきひ

宝永地震
高矢田県高岡郡越知町柴
尾800-本 杉観音堂前

1710(宝永7)年
冨永地震に伴い発生した地すべり性所壊により形成された天
然ダムによる災害の碑。栄尾集落の大杉の下に設置してあり、
批元では「石租より下に家チ律てるな1という言い伝テが残ネ本

久礼熊野神社地震碑
くれくまのじんじや
1と1 ス́,7ト

白鳳地 震 ・ヨ永
琉巴 ・字 IEtm震

高知県高岡郡中土佐町
久ネし

1391(日児労合24)

年 1 2月吉 日
高橋伊平

自凧地 度の1黒田郡」伝承 について亥JまれているP。 二永 ・妥
政脱露の粧事の様子についてキj亥‖まれているハ

久礼漁港災害碑
くれぎょこうさいが

い7ト
安政地 震 ・昭和
商温統 震

高知県高岡郡中土佐町
久礼 久礼漁港前

1 9 3 2 (昭和7 )年

1 1月
久汗L漁溶研にある災言1早で、久ネしの地域で発生したさまざまな
自然人為獲害の年差が刻まれている。

26 伊田海岸地震碑
いだかいがんじし

んひ
安政地震

高知県幡多郡黒潮町伊
田真機 松山寺入り回

文瑞
黒潮町伊画真機の松山寺入り口にある安政地震碑。「すずな
み 1(J さヽな津波)rこ聞する記述がある^

入野カロ茂神社震災碑
いりのかもじん
1をゃlヵス,本い7ト

安政地震
高知県幡多郡黒潮町入

野

1357(安 政4)年

6日1日
入野村浦若連
中

安取地震発生当時の黒潮町界限の津渡の押し寄せる様子が

詳細に描 かれている自然石でできた石税 _

入野加茂神社南海大地震の

碑

いりのかもじん

じゃなんかいだい

t〕にクんのひ
昭和南海地震

高矢B県幡多郡黒潮町入
野

196 6 (昭和41 )

年12月21日
矢野栄吾

入野賀茂神社境内にある昭和南海地震の震源や校害に関す
る数値情報が淡々と刻まれている石碑。

下田水戸住吉神社碑
しもだみとすみよ
1, 1 1ん1号ゃ7ト

安政地震 高知県四万十市下田
1 8 5 9 (妥政 6 )年

4月

四万十市下田地区の住百神社境内にある。庫耗がひどく、1安

政 1「地震 と言う文字がわずかに確認できるハ

30 為松公園震災碑
ためまつこうえん
1タス′まい7ト

昭和南海地震 高知県四万十市中村
1950(日宮矛咽25)

生 1 2月2 1日
中村町

昭和両海地震で甚天な紙害を受けたことを教副‖に建てられた
四万+市 中村BTのお松公園内にある極策llH^

五味天満宮地震碑
ごみてんまんぐう
じしんひ

安政地震
高知県土佐清水市下ノ加

江

移設 日1956年1

月1日/(安政三
4=)

河原青年団・河
原われら会

工味天満宮境内入り口左脇にある安政地震碑。旧回道の工事
に伴いこの場所に移転したとされる。

清水中浜港地震碑
しみすなかはまこ

うに1,ん7ト
安政地震 高知県土佐清水市中浜 1855(安政2)年

二佐活水市中浜港近くのジョン万次郎碑の後ろにひつそりたた
ずむ安破地震時の様子が刻まれた碑A

清水中浜峠池家墓碑
しみずなかはまと
うげいけけ1まひ

宝永 地震 ・安 政
帥魯 高知県土佐清水市中浜

1855(呂ぞE文2)資F
3月

池道之助清澄
i佐 肩水 中浜果落入 り日の池家の墓 石に刻まれた碑 。安政地
震と害永説唐の辞林があるハ

34 三崎浦震災供泰石仏
みさきうらしんさ
いてようせ吉ぷつ

安政地震 高知県土佐清水市三lt
1 5 9 6 (慶長 7 E )
年7日

泉屋儀助
地震後ただちに津減が三崎川にあふれ 、東は田中の積這、西
は吉仏まで掲 入t″たンあるヘ

三崎十字橋碑
みさきじゆうじばし
ひ

安政地震 高知県土佐清水市三崎
移設日197 6 (昭

和51)年‖月

冨崎杯石工門、

同古友二郎/三
陪考EE上害の会

正面に大きく十字橋と刻まれた安政地震碑で、火を消してから
家を出ることが第一である、と言う教罰‖が刻まれる。

下川回春日神社地震碑
しもかわぐちかす

力`じんじゃじしん
7ト

宝永地震 高知県土佐清水市下
春日神社入り日の馬居左手に1也の記念解と並び運立してい

る。「宝永四・十月四日」という文字のみが刻まれており、おそら
く夫完の碑と考えられる^

37
大島ハイタカ神社宝永地震
潮位碑

おおしまはいたか

じんじゃほうえい
じしんちよういひ

宝永地震 高知県宿毛市大島神社
1 9 9 5 (平成7)年
10月1日

『甲寅大地震御手許日記』によると宝永地震の津渡は石段七段
目まで押し寄せたとされる。

大島ハイタカ神社安政地震
潮位碑

おおしまはいたか
じんじゃあんせい
じしんちょういひ

安政南海地震 高知県宿毛市大島神社
1 9 9 5 (平成7)年
10月1日

石残39桜日(98m)の高さまで澤渡が押し寄せ、大島も含め海
辺の町は軒並み亡所となつた。大島の「小野家家譜」には、こ
のハイタカ神社にも津波が押し寄せ、石段わずかに三段残つた
と記されているハ
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かりの
メモ

高知市中心部 A 寅彦墓所 高知市東久万 寅彦の父母、東彦、二人の妻が眠る。

B 「鴫つき」舞台 久万川沿い
随妻1鴫つき」で買彦が鴫つきを見た場所。まだ慣れない写生文で書かれている少
年時代の思い出。

C 愛宕神社 高知市愛着山 鳥居に寅彦の名が刻まれている。

D 江ノロ小学校 高知市愛宕町 移転後の小学校。寅彦の碑がある。

E 旧江ノロ小学校 高知市愛宕町 寅彦が通つていた小学校の跡地。

F 小津神社 高知市小津町 寅彦の父・利正が寅彦の病平癒を祈つて奉納した石橋や石柱がある。

G 「花物語(昼顔)」の舞台 高知市桜馬場 随筆「花物語(昼顔)」の舞台。蝙蝠を追い、砂山を登つて遊んだことが書かれる。

H 寺田寅彦記念館 (旧寺田邸) 高知市小津町 寅彦旧邸を復元。随筆「祭」「森の絵」「重兵衛さんの一家」「庭の追情」などの舞台。
1 城西公園 高知市丸ノ内 北西川沿いに随筆「花物語」の碑がある。

」 高知城 高知市丸ノ内 随筆「花物語(常山花)」「郷土的味覚(菱の実)」などの舞台。

K 高知県立文学館 高知市丸ノ内 寅彦資料を収蔵・展示。

L 追手前高校 高知市追手筋 寅彦が通つていた旧高知県尋常中学校。随筆「蓄音機」「蓑回先生」の舞合。

M オーテピア 高知市追手筋 敷地に寅彦の銅像があり、5階の高知みらい科学館には寅彦の展示がある。

N 鏡川河畔 高知市鷹匠町
随筆「涼味数題」には、幼い寅彦がここで開かれている納涼場に行き夜店を跳めたと
ある。

0 永福寺 高知市井口町
買彦の叔父が巻き込まれた井日事件の発台。随筆1柿の種」にこの事件に関する小
話がある。

P 伊野部邸跡 高知市朝倉 寅彦の姉・幸が嫁いだ家。随筆「竜舌蘭」「花物語(棟の花)」の舞台。

Q 朝倉神社 高知市朝倉 随筆「田園雑感」で取り上げられている。別名「木の丸殿」。

R 「怪異考」舞合 高知市字 随筆「怪異考」で「字のジャン」(地鳴り)が聞こえる場所として取り上げられている。

S 若官八幡宮 高知市長浜 随筆「五月の唯物観」に書かれた、どろんこまつりが行なわれている神社。

T 貴船神社 高知市種崎
1田園雑感」で妻 ・具子と盆踊 りを見た場所。この近くで夏子 は橋核の原養生活を
まっ■^

U 「海水浴」舞台 高知市種崎 随筆「海水浴」で父に連れられて行き、初めてラムネを飲んだ場所と書かれている。

南国市 V 「郷土的味覚」舞台 南国市十市 随筆「郷土的味覚」に出てくる楊桃(ヤマモモ)の有名な産地。

室戸市 W 室戸市最御崎寺(東寺) 室戸市室戸岬町
随筆1初旅」舞台。中学生の寅彦が一つ年上の甥明J役励夫と共に室戸へ4～5日か
けて旅をし、鯨の絵巻のスケッチなどをしている。

須崎市 X 寅彦の療養地 須崎市 寅彦が結核の療養で滞在。随筆「嵐」の舞台。

中土佐町 Y 宇賀家墓所 中土佐町大野見 寅彦の父J利正の実家宇資家先祖の墓所が大野見にある。


